
（
届
出
書
類
の
提
出
部
数
）

（
届
出
書
類
の
提
出
部
数
）

第
十
九
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
七
条
第
四
項
並
び
に
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
に
係
る
書
類
の
提
出
部
数
は
、
正
本
及
び
写
し
各
一
通
と
す
る
。

第
十
九
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る

書
類
の
提
出
部
数
は
、
正
本
及
び
写
し
各
一
通
と
す
る
。

（
身
分
を
示
す
証
明
書
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
二
十
条

法
第
三
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
七
項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記

様
式
第
二
の
二
に
よ
る
も
の
と
し
、
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
二
第
七

項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
の
三
に
よ
る
も
の
と
し
、
法
第
六
十
八
条
第
六
項
の
身
分
を
示

す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
三
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
人
の
出
入
り
等
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
区
域
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
二
十
一
条

令
別
表
第
二
の
五
の
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
区
域
は
、
第
一
条
の
二
第
四
号
に

規
定
す
る
管
理
区
域
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
媒
体
に
よ
る
手
続
）

（
電
磁
的
記
録
媒
体
に
よ
る
手
続
）

第
二
十
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
書
類
に
記
載

す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
（
電
磁
的
方
法
で
作
ら
れ
る

記
録
で
あ
つ
て
、電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。

別
記
様
式
第
三
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
別
記
様
式
第
三
の
電
磁
的
記
録
媒
体
提
出
票
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
書
類
に
記

載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
（
電
磁
的
方
法
で
作
ら
れ

る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
係
る
記
録
媒
体
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）及
び
別
記
様
式
第
四
の
電
磁
的
記
録
媒
体
提
出
票
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

﹇
様
式
を
削
る
。﹈

別
記
様
式
第
２
の
２








（

第
20条
関
係
）
［
略
］

﹇
様
式
を
削
る
。﹈

別
記
様
式
第
２
の
３








（

第
20条
関
係
）
［
略
］

﹇
様
式
を
削
る
。﹈

別
記
様
式
第
３






（

第
20条
関
係
）
［
略
］

別
記
様
式
第
３






（

第
20条



関

係
）
［
略
］

別
記
様
式
第
４






（

第
22条



関

係
）
［
同
上
］

別
表
第
二

核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る
表

改

正

後

改

正

前

（
定
義
）

（
定
義
）

第
一
条

﹇
略
﹈

第
一
条

﹇
同
上
﹈

２

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

２

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
五

略
﹈

﹇
一
〜
五

同
上
﹈

六

「
保
安
活
動
」
と
は
、
原
子
力
施
設
の
保
安
の
た
め
の
業
務
に
係
る
品
質
管
理
に
必
要
な
体
制
の
基
準
に

関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
号
。
以
下
「
品
質
管
理
基
準
規
則
」
と
い
う
。）第

二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
安
活
動
を
い
う
。

六

「
設
計
評
価
事
故
」
と
は
、
操
作
上
の
過
失
、
機
械
若
し
く
は
装
置
の
故
障
又
は
地
震
、
火
災
、
爆
発
そ

の
他
の
災
害
に
よ
り
発
生
す
る
事
故
で
あ
つ
て
、
公
衆
に
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
に
よ
る
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
安
全
設
計
上
想
定
す
べ
き
も
の
を
い
う
。

七

「
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
品
質
管
理
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。

七

「
安
全
機
能
」
と
は
、
使
用
施
設
等
の
通
常
時
又
は
設
計
評
価
事
故
時
に
お
い
て
、
使
用
施
設
等
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
い
う
。

八

「
廃
止
措
置
対
象
施
設
」
と
は
、
法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
廃
止
措
置
計
画
（
同
条

第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
又
は

届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
係
る
廃
止
措
置
の
対
象
と
な
る
使
用
施
設
等
を
い
う
。

八

「
安
全
上
重
要
な
施
設
」
と
は
、
使
用
施
設
等
の
う
ち
、
安
全
機
能
の
喪
失
に
よ
り
、
公
衆
又
は
従
事
者

に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
及
び
設
計
評
価
事
故
時
に
公
衆
又
は
従
事
者
に
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
、
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
が
使
用
施
設
等
を
設
置
す
る
工
場
又

は
事
業
所
の
外
へ
放
出
さ
れ
る
こ
と
を
抑
制
し
、
又
は
防
止
す
る
も
の
を
い
う
。

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
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